
 

ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社製 高圧電源を両極性電源として使用する方法（AP-19） 

 
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ分野では、特殊ﾊﾞｲｱｽ電圧を正電圧から負電圧、または負電圧から正電圧にわたる

場合があります。通常の解決方法は、高電圧ﾘﾚｰを利用して極性を逆にする方法です。ただし、

この場合、ｼｽﾃﾑに機械的要素が入るため、高圧電源ｻﾌﾞｼｽﾃﾑの MTBF（平均故障時間）が大きく

低下します。この応用ﾉｰﾄでは、低電流や静電ﾊﾞｲｱｽ用途向けのｼﾝﾌﾟﾙな解決例を紹介します。

さらに高い電流については、ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社ｶｽﾀﾏ・ｻｰﾋﾞｽ部門に問い合わせください。  

電子逆特性の最も簡単な形は、正電源と負電源を一対の抵抗を介して直列接続することで得

られます。  

 
この構成により、負電源の最大出力電圧の 1/2 を経由して、正電源の最大出力電圧の 1/2 か

ら 0 VDC まで連続的に制御することができます。たとえば、ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社製 4A12-P4 と 4A12-N4

の組み合わせでは、+2kV から-2kV まで調整可能です。両者に同じ電圧特性を持たせるか、1 つ

の極性内で範囲を制限するように選択することができます。抵抗器はいずれの極性でも電圧範

囲が等しくなるように値を等しくするか、1 つの極性内で範囲を制限するように選択すること

ができます。 

  

各高圧電源出力のﾀﾞｲｵｰﾄﾞは、逆ﾊﾞｲｱｽが高圧電源内の回路にかかる前に、逆極性の高圧電源

から逆電流をｼﾝｸさせる働きを持っています。これらのﾀﾞｲｵｰﾄﾞは、少なくとも最大電圧の 150%、

すなわち、4kV 回路で使用するときは 6kV ﾀﾞｲｵｰﾄﾞとする必要があります。 

 

高圧電源制御には±1.0%の初期ｹﾞｲﾝ誤差があります。2 つの高圧電源の制御ﾋﾟﾝを結合して 1

つの信号を駆動させた場合、その誤差は±2%になります。この誤差は 2 つの方法で下げること

ができます。第一の方法として、2 つの独立した制御信号を 2 つのﾎﾟｯﾄまたは 2 つの DAC から

使用してｴﾗｰを消去する方法です。第二の方法として、それぞれの高圧電源対して、2 つの「ｷ

ｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ（較正）」ﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀを経由して 1 つの制御信号を使用する方法です。このﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀ

は、在来品またはﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ制御品です。 
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これらの方法は、目標が初期製造時の「工場出荷」ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝまたは電源投入時の「再

ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ」のいずれの場合にも有効です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低ﾉｲｽﾞ・ｼｽﾃﾑでは、通常、ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社製高圧電源は、－F（ﾘｯﾌﾟﾙ・除去出力ﾌｨﾙﾀ・ｵﾌﾟｼｮﾝ）

のほか、－M（ﾐｭｰﾒﾀﾙ・ｼｰﾙﾄﾞ・ｵﾌﾟｼｮﾝ）を付けて発注されます。出力抵抗器は高圧電源を

高ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの負荷から隔離するため、このｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは、信号ｺﾝﾃﾞﾝｻと抵抗器を追加した

ﾌｨﾙﾀ要素として使用することができます。 
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